


　
第
３
回
通
常
総
代
会
が
去
る
５
月
31

日
、
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
本
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
総
代
総
数
90
名
の
う
ち
、

89
名
（
う
ち
書
面
に
よ
る
出
席
35
名
）

の
出
席
と
関
係
機
関
よ
り
多
数
の
来
賓

を
迎
え
ま
し
た
。

　
喜
安
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
、
表
彰
に

続
き
、
来
賓
の
方
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
後
、
議
長
に
岡
本
廣
志
総
代
（
伊

予
市
）
を
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し

た
。

　
提
出
し
た
28
年
度
事
業
報
告
書
を
は

じ
め
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
や
収
支

予
算
書
等
全
11
議
案
は
、
慎
重
な
審
議

を
経
て
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
収
入
保
険
制
度
の
導
入

及
び
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
改
正
に
向

け
、
変
革
の
年
に
な
り
ま
す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
制
度
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す
た

め
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

※

総
代
会
と
は
、
組
合
員
の
代
表
で
あ
る

総
代
が
、
理
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を

審
議
す
る
、
組
合
運
営
の
方
針
を
決
め
る

最
高
議
決
機
関
で
す
。

全
議
案
原
案
通
り
可
決

［特集］
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〈提出された議案〉

第3回通常総代会［特集］

　
第
三
回
通
常
総
代
会
の
開
会
に
あ
た
り

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

総
代
の
皆
様
方
に
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
大
北
農
政
企
画
局
長
、
県

議
会
の
石
川
農
林
水
産
委
員
長
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
公
務
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご
臨

席
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
農
業
共
済
事
業
に
格
別
の
ご

支
援
、
ご
指
導
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
対
し
ま
し
て
、
こ
の
機
会
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
後
、
栄
え
あ
る
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
す
皆
様
に
は
、
心
か
ら
、
そ
の

ご
栄
誉
を
お
称
え
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、現
在
開
会
中
の
国
会
に
お
い
て
、

今
後
新
た
に
始
ま
る
収
入
保
険
制
度
と
現

行
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
改
正
を
含
ん
だ

「
農
業
保
険
法
」
と
し
て
審
議
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
し
い
法
律
の
施
行
は
平
成
三
十
年
四

月
一
日
の
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
政
省

令
の
制
定
等
の
準
備
期
間
を
経
て
、
平
成

三
十
一
年
一
月
以
降
の
農
産
物
に
つ
い
て

補
償
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
加
入
の
手
続
き
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
少
し
前
の
平
成
三

十
年
十
月
頃
に
開
始
さ
れ
る
予
定
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
新
た
な
収
入
保
険
制
度
の
導
入
に
よ
り

ま
し
て
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
に
加
え
て
、

現
行
の
制
度
で
は
対
象
に
な
っ
て
い
な
い

品
目
や
、
価
格
低
下
ま
で
も
含
ん
だ
、
農

業
全
体
の
収
入
を
捉
え
た
補
償
を
選
択
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営
の
安
定

に
対
す
る
備
え
は
盤
石
な
も
の
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
実
績

を
振
り
返
り
ま
す
と
、全
事
業
の
合
計
で
、

総
額
一
兆
五
百
二
億
円
の
共
済
金
額
を
達

成
い
た
し
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
実
績
が
大
き
く
減
少
し
て
い

る
中
で
、
本
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
ほ
ぼ

前
年
並
み
の
補
償
額
を
確
保
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
一
方
、
被
害
に
つ
き
ま
し
て
は
台
風
の

被
害
も
あ
ま
り
な
く
、
作
物
に
関
す
る
被

害
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
で
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
キ
ウ
イ
樹
体
共
済
で
は
か
い
よ
う
病

被
害
に
対
し
ま
し
て
、
百
一
戸
の
被
災
農

家
に
二
億
円
弱
の
共
済
金
を
お
支
払
い
い

た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
東
予

地
方
を
中
心
に
発
生
し
ま
し
た
突
風
に
よ

り
ま
し
て
、
園
芸
施
設
や
家
屋
に
被
害
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
二
月
六
日
に
野
村
町
で
発

生
し
た
集
団
火
災
に
対
し
ま
し
て
は
、
五

戸
八
棟
の
被
害
に
対
し
ま
し
て
、
既
に
共

済
金
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
共
済
金
の
お
支
払
額
は
前
年
度
よ
り
一

億
円
余
り
多
い
、
総
額
十
八
億
二
千
二
百

万
円
を
被
災
農
家
の
皆
様
に
お
支
払
い
し

て
お
り
ま
す
。

　
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
改
め
て
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
再

興
に
向
け
て
、
少
な
か
ら
ず
役
立
て
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
新
た
な
農
業
保
険
法
の
施
行
に

合
わ
せ
て
、
私
ど
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
組
合
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
益
々
大
き
く
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
ま
で
以
上
に
知
識
の
習
得
、
研
鑽
を

積
み
重
ね
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
農

業
者
の
総
合
補
償
に
取
り
組
ん
で
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
総
代
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
収
入
保
険
制
度
並
び

に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
が
十
分
に
機
能
を
発

揮
で
き
ま
す
よ
う
、
事
業
推
進
に
一
層
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
本
日
の
総
代
会
に
は
、
そ
う
い
っ
た
事

柄
も
踏
ま
え
て
議
案
を
提
出
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
慎
重
に
ご
審
議
い
た
だ
き
、
ご

賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健

勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

開
会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

愛
媛
県
農
業
共
済
組
合

　
　
組
合
長
理
事
　
喜
安

　晃

　

組
合
長
挨
拶

【第1号議案】
定款附属書総代選挙規程改正承認の件
【第2号議案】
共済規程改正承認の件
【第3号議案】　
平成28年度事業報告、財産目録、貸借対照表、損益計算書、キャッ
シュ・フロー計算書及び剰余金処分（不足金処理）案承認の件
【第4号議案】　
平成29年度事務費賦課額並びに徴収方法承認の件
【第5号議案】　
平成29年度事業計画及び収支予算案承認の件
【第6号議案】　
損害評価会委員選任承認の件

【第7号議案】　
役員、損害評価会委員、家畜診療所運営委員、農機具共済事故
審査員、損害評価員、共済部長報酬並びに顧問料承認の件
【第8号議案】　
特別積立金取崩し及び平成29年度無事戻し支払い承認の件
【第9号議案】　
余裕金預入先金融機関指定承認の件
【第10号議案】　
借入金最高限度額承認の件
【第11号議案】　
建物共済連合会等事業責任安定化対策に係る契約書・附属書改
正承認の件
【付帯決議】
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向
け
て
、
少
な
か
ら
ず
役
立
て
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
新
た
な
農
業
保
険
法
の
施
行
に

合
わ
せ
て
、
私
ど
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
組
合
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
益
々
大
き
く
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
ま
で
以
上
に
知
識
の
習
得
、
研
鑽
を

積
み
重
ね
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
農

業
者
の
総
合
補
償
に
取
り
組
ん
で
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
総
代
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
収
入
保
険
制
度
並
び

に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
が
十
分
に
機
能
を
発

揮
で
き
ま
す
よ
う
、
事
業
推
進
に
一
層
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
本
日
の
総
代
会
に
は
、
そ
う
い
っ
た
事

柄
も
踏
ま
え
て
議
案
を
提
出
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
慎
重
に
ご
審
議
い
た
だ
き
、
ご

賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健

勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

開
会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

愛
媛
県
農
業
共
済
組
合

　
　
組
合
長
理
事
　
喜
安

　晃

　

組
合
長
挨
拶

【第1号議案】
定款附属書総代選挙規程改正承認の件
【第2号議案】
共済規程改正承認の件
【第3号議案】　
平成28年度事業報告、財産目録、貸借対照表、損益計算書、キャッ
シュ・フロー計算書及び剰余金処分（不足金処理）案承認の件
【第4号議案】　
平成29年度事務費賦課額並びに徴収方法承認の件
【第5号議案】　
平成29年度事業計画及び収支予算案承認の件
【第6号議案】　
損害評価会委員選任承認の件

【第7号議案】　
役員、損害評価会委員、家畜診療所運営委員、農機具共済事故
審査員、損害評価員、共済部長報酬並びに顧問料承認の件
【第8号議案】　
特別積立金取崩し及び平成29年度無事戻し支払い承認の件
【第9号議案】　
余裕金預入先金融機関指定承認の件
【第10号議案】　
借入金最高限度額承認の件
【第11号議案】　
建物共済連合会等事業責任安定化対策に係る契約書・附属書改
正承認の件
【付帯決議】
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1,272,543　アール 

76億　3,202　万円 

3,613　万円 

195,748　アール 

6　億　9,066　万円 

6,550　万円 

73,861　　頭　 

29　億　3,725　万円 

2　億　6,640　万円 

432,162　アール 

100　億　3,532　万円 

9　億　4,001　万円 

36,007　アール 

43.01　　箱　 

1　億　2,503　万円 

1,370　万円 

4,444　　棟　 

34　億　3,664　万円 

2,285　万円 

80,422　　棟　 

1　兆　46　億　4,581　万円 

4　億　3,254　万円 

15,337　　台　 

207　億　2,986　万円 

4,513　万円 

1　兆　502　億　3,259　万円 

18　億　2,226　万円 

平成28年度実績

合 　 計

項　目

〈平成28年度事業実績と平成29年度事業計画〉
平成29年度計画

1,257,591　アール 

75　億　4,460　万円 

─────　　

191,750　アール 

6　億　3,310　万円 

─────　　

76,238　　頭　 

30　億　3,775　万円 

─────　　

429,699　アール 

99　億　9,887　万円 

─────　　

36,494　アール 

38.76　　箱　 

1　億　2,566　万円 

─────　　

4,444　　棟　 

34　億　3,664　万円 

─────　　

78,192　　棟　 

9,746　億　 976　万円 

─────　　

15,537　　台　 

213　億　7,782　万円 

─────　　

1　兆　207　億　6,420　万円 

─────　　

共 済 事 業 名

引 受 面 積

共 済 金 額

支払共済金

引 受 面 積

共 済 金 額

支払共済金

引 受 頭 数

共 済 金 額

支払共済金

引 受 面 積

共 済 金 額

支払共済金

引 受 面 積

引 受 箱 数

共 済 金 額

支払共済金

引 受 棟 数

共 済 金 額

支払共済金

引 受 棟 数

共 済 金 額

支払共済金

引 受 台 数

共 済 金 額

支払共済金

共 済 金 額

支払共済金

水 稲 共 済

麦　共　済

家 畜 共 済

果 樹 共 済

畑作物共済
（箱数は蚕繭）

園芸施設共済

建 物 共 済

農機具共済
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〈愛媛県知事表彰・協会長表彰・組合長表彰〉

〈平成28年度　事業別の支払共済金額と無事戻し金額〉

総支払金額…18億4,139万円

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

愛
媛
県
知
事
表
彰

山
本

　光
明
（
大
洲
市
）

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

【
建
物
共
済
の
部
】

山
川

　
　清
（
四
国
中
央
市
）

遠
山

　文
雄
（
今
治
市
）

別
宮

　岸
夫
（
今
治
市
）

近
藤

　康
伸
（
西
条
市
）

村
井

　充
人
（
松
山
市
）

喜
安

　
　興
（
松
前
町
）

三
井

　國
次
（
伊
予
市
）

森
貞

　秀
樹
（
砥
部
町
）

毛
利

　好
清
（
宇
和
島
市
）

真
鍋

　捷
彦
（
松
野
町
）

　議
事
に
先
立
ち
、
28
年
度
の
事
業
推
進
で
功
績
の
あ
っ
た
共
済
部
長
及
び
基
礎
組
織
な
ど

に
、
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
農
機
具
共
済
の
部
】

清
水

　竜
二
（
四
国
中
央
市
）

井
上

　一
夫
（
西
条
市
）

白
石

　悟
志
（
今
治
市
）

中
原

　久
寿
（
松
山
市
）

渡
部

　昭
彦
（
松
山
市
）

篠
浦

　保
彦
（
松
山
市
）

八
束

　直
司
（
松
前
町
）

平
岡

　世
紀
（
伊
予
市
）

奥
山

　
　治
（
宇
和
島
市
）

山
本

　邦
男
（
愛
南
町
）

優
秀
基
礎
組
織
表
彰

朝
倉
共
済
部
長
会

　
　
　
　
　（
今
治
市
）

明
神
地
区
組
織

　
　
　
　
　（
久
万
高
原
町
）

愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

【
基
礎
組
織
員
の
部
】

矢
野

　
　強
（
四
国
中
央
市
）

渡
辺

　和
春
（
四
国
中
央
市
）

栗
原

　慈
宣
（
四
国
中
央
市
）

橋
本

　頼
市
（
西
条
市
）

越
智

　
　明
（
今
治
市
）

橋
本

　
　正
（
松
山
市
）

門
屋

　吉
夫
（
松
山
市
）

村
上

　勝
義
（
東
温
市
）

上
田

　武
志
（
大
洲
市
）

重
川

　
　源
（
松
前
町
）

片
岡

　健
次
郎
（
伊
予
市
）

西
岡

　長
康
（
西
予
市
）

笹
岡

　寿
晃
（
西
予
市
）

矢
野

　
　彰
（
八
幡
浜
市
）

百
合
田

　邑
幸
（
宇
和
島
市
）

時
岡

　慶
周
（
愛
南
町
）

【
役
員
の
部
】

三
宅

　繁
博
（
四
国
中
央
市
）

松
岡

　一
誠
（
今
治
市
）

水 稲 共 済

麦 共 済

家 畜 共 済

果 樹 共 済

畑作物共済

園芸施設共済

建 物 共 済

農機具共済

第3回通常総代会［特集］

0 2億1億 3億 4億 9億 10億
（単位：億円）

被害状況

897人

172人

2,315人

47人

313棟

170棟

432台

15,529頭

3,613万円
　　無事戻し金 1,410万円

6,550万円
　　無事戻し金 497万円

1,370万円
　　無事戻し金 6万円

2億6,640万円

9億4,001万円

2,285万円

4億3,254万円

4,513万円

建物共済の部代表の喜安興さん

農機具共済の部代表の篠浦保彦さん
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　「
牛
１
頭
を
健
康
に
育
て
る
こ
と

の
難
し
さ
、
命
の
大
切
さ
を
日
々
感

じ
、
愛
情
込
め
て
育
て
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
今
年
４
月
か
ら
繁
殖

用
の
Ｆ
１
雌
牛
１
頭
の
飼
育
を
始
め

た
山
下
麗
華
さ
ん
。
毎
朝
早
く
、
宇

和
島
市
の
自
宅
か
ら
、
愛
南
町
の
牛

舎
に
片
道
１
時
間
か
け
て
通
っ
て
い

る
。
祖
父
が
、
愛
南
町
で
飼
っ
て
い

た
牛
と
幼
い
頃
か
ら
触
れ
合
っ
て
生

活
し
て
い
た
た
め
、
牛
に
関
わ
る
仕

事
に
就
く
こ
と
が
、
将
来
の
夢
だ
っ

た
。

　
中
学
生
の
時
に
愛
南
町
を
離
れ
、

夢
を
諦
め
て
い
た
が
、
夫
の
地
元
で

あ
る
宇
和
島
市
へ
の
引
っ
越
し
を
機

に
、夢
の
実
現
に
向
け
て
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
飼
養
管
理
を
勉
強
。
家
族

の
理
解
や
後
押
し
も
力
に
な
り
、
祖

父
の
牛
舎
で
牛
１
頭
の
飼
育
を
始
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
後
は
、Ｆ
１
雌
牛
か
ら
産
ま
れ

た
子
牛
を
出
荷
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
人
工
授
精
や
受

精
卵
移
植
の
資
格
を
取
り
、
年
間
10

頭
の
子
牛
の
繁
殖
や
黒
毛
和
牛
・
褐

毛
和
牛
の
導
入
に
よ
り
、
飼
養
頭
数

を
増
や
す
予
定
だ
。

　「
今
は
、
理
想
の
農
家
を
目
指
し
、

第
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
こ
と
を
す
ご

く
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
祖
父
や
地
元
の
畜
産
農
家

の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、
積
極

的
に
講
習
会
な
ど
へ
参
加
し
、
畜
産

農
家
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
」

と
元
気
よ
く
話
し
て
く
れ
た
。

松山

西予

伊予

今治
西条

宇和島支所発

幼
い
こ
ろ
の
夢

「
畜
産
農
家
」を
目
指
し
て

　
松
山
市
高
山
町
の
池
本
修
平
さ
ん

は
、故
郷
の
興
居
島
ま
で
船
で
通
い
、

か
ん
き
つ
を
栽
培
し
て
い
る
。「
思

い
通
り
に
な
ら
ず
苦
労
す
る
こ
と
も

あ
る
が
、
栽
培
方
法
な
ど
思
考
錯
誤

を
重
ね
、
結
果
が
出
た
と
き
に
す
べ

て
喜
び
に
変
わ
る
」
と
話
す
。

　
高
校
卒
業
後
は
、
美
容
師
を
目
指

し
て
い
た
修
平
さ
ん
。
休
日
に
は
、

か
ん
き
つ
農
家
の
父
親
を
手
伝
う
た

め
、
興
居
島
に
通
う
生
活
を
し
て
い

た
。
手
を
加
え
る
ほ
ど
、
良
い
も
の

が
作
れ
る
か
ん
き
つ
栽
培
の
魅
力
と

や
り
が
い
が
、
平
成
22
年
に
修
平
さ

ん
が
就
農
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。

　
現
在
は
、
父
親
と
は
農
業
経
営
を

別
に
し
、
ハ
ウ
ス
で
、
紅
ま
ど
ん
な

13
㌃
、露
地
で
せ
と
か
20
㌃
の
ほ
か
、

中
晩
柑
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
就
農
し
て
７
年
。
肥
料
や
水
等
の

栽
培
管
理
を
同
じ
に
し
て
も
、
毎
年

の
気
象
の
影
響
で
、
樹
ご
と
に
状
態

が
違
う
難
し
さ
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
。そ
ん
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
が
、

師
匠
で
あ
る
父
親
。「
今
も
、
父
に

分
か
ら
な
い
こ
と
を
聞
き
、
勉
強
を

重
ね
て
い
る
。
自
分
で
も
創
意
工
夫

し
な
が
ら
、
見
た
目
・
味
と
も
に
納

得
が
い
く
も
の
を
栽
培
し
た
い
」
と

池
本
さ
ん
は
、

今
後
の
展
望

を
力
強
く
話

し
て
く
れ
た
。

山下　麗華さん（23歳）
（宇和島市）

池本　修平さん（30歳）
（松山市）

西予

伊予

宇和島

今治
西条

師
匠
は
父
親

 

創
意
工
夫
で

  

納
得
が
い
く
か
ん
き
つ
を

松山支所発

農
業
に
情
熱
を
持
ち
、

未
来
を
切
り
開
い
て
い
る

愛
媛
の
農
家
を
応
援
し
ま
す
。

きらりネット

育児と牛の飼育を
毎日がんばってい
ます。

手を加えれば加える
ほど成果がでるかん
きつ栽培。
楽しいです。

この時期、
ハウスの中は
ミカンの花の
甘い香りで満たされる。

山下さんが飼育している子牛
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　「
牛
１
頭
を
健
康
に
育
て
る
こ
と

の
難
し
さ
、
命
の
大
切
さ
を
日
々
感

じ
、
愛
情
込
め
て
育
て
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
今
年
４
月
か
ら
繁
殖

用
の
Ｆ
１
雌
牛
１
頭
の
飼
育
を
始
め

た
山
下
麗
華
さ
ん
。
毎
朝
早
く
、
宇

和
島
市
の
自
宅
か
ら
、
愛
南
町
の
牛

舎
に
片
道
１
時
間
か
け
て
通
っ
て
い

る
。
祖
父
が
、
愛
南
町
で
飼
っ
て
い

た
牛
と
幼
い
頃
か
ら
触
れ
合
っ
て
生

活
し
て
い
た
た
め
、
牛
に
関
わ
る
仕

事
に
就
く
こ
と
が
、
将
来
の
夢
だ
っ

た
。

　
中
学
生
の
時
に
愛
南
町
を
離
れ
、

夢
を
諦
め
て
い
た
が
、
夫
の
地
元
で

あ
る
宇
和
島
市
へ
の
引
っ
越
し
を
機

に
、夢
の
実
現
に
向
け
て
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
飼
養
管
理
を
勉
強
。
家
族

の
理
解
や
後
押
し
も
力
に
な
り
、
祖

父
の
牛
舎
で
牛
１
頭
の
飼
育
を
始
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
後
は
、Ｆ
１
雌
牛
か
ら
産
ま
れ

た
子
牛
を
出
荷
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
人
工
授
精
や
受

精
卵
移
植
の
資
格
を
取
り
、
年
間
10

頭
の
子
牛
の
繁
殖
や
黒
毛
和
牛
・
褐

毛
和
牛
の
導
入
に
よ
り
、
飼
養
頭
数

を
増
や
す
予
定
だ
。

　「
今
は
、
理
想
の
農
家
を
目
指
し
、

第
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
こ
と
を
す
ご

く
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
祖
父
や
地
元
の
畜
産
農
家

の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、
積
極

的
に
講
習
会
な
ど
へ
参
加
し
、
畜
産

農
家
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
」

と
元
気
よ
く
話
し
て
く
れ
た
。

松山

西予

伊予

今治
西条

宇和島支所発

幼
い
こ
ろ
の
夢

「
畜
産
農
家
」を
目
指
し
て

　
松
山
市
高
山
町
の
池
本
修
平
さ
ん

は
、故
郷
の
興
居
島
ま
で
船
で
通
い
、

か
ん
き
つ
を
栽
培
し
て
い
る
。「
思

い
通
り
に
な
ら
ず
苦
労
す
る
こ
と
も

あ
る
が
、
栽
培
方
法
な
ど
思
考
錯
誤

を
重
ね
、
結
果
が
出
た
と
き
に
す
べ

て
喜
び
に
変
わ
る
」
と
話
す
。

　
高
校
卒
業
後
は
、
美
容
師
を
目
指

し
て
い
た
修
平
さ
ん
。
休
日
に
は
、

か
ん
き
つ
農
家
の
父
親
を
手
伝
う
た

め
、
興
居
島
に
通
う
生
活
を
し
て
い

た
。
手
を
加
え
る
ほ
ど
、
良
い
も
の

が
作
れ
る
か
ん
き
つ
栽
培
の
魅
力
と

や
り
が
い
が
、
平
成
22
年
に
修
平
さ

ん
が
就
農
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。

　
現
在
は
、
父
親
と
は
農
業
経
営
を

別
に
し
、
ハ
ウ
ス
で
、
紅
ま
ど
ん
な

13
㌃
、露
地
で
せ
と
か
20
㌃
の
ほ
か
、

中
晩
柑
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
就
農
し
て
７
年
。
肥
料
や
水
等
の

栽
培
管
理
を
同
じ
に
し
て
も
、
毎
年

の
気
象
の
影
響
で
、
樹
ご
と
に
状
態

が
違
う
難
し
さ
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
。そ
ん
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
が
、

師
匠
で
あ
る
父
親
。「
今
も
、
父
に

分
か
ら
な
い
こ
と
を
聞
き
、
勉
強
を

重
ね
て
い
る
。
自
分
で
も
創
意
工
夫

し
な
が
ら
、
見
た
目
・
味
と
も
に
納

得
が
い
く
も
の
を
栽
培
し
た
い
」
と

池
本
さ
ん
は
、

今
後
の
展
望

を
力
強
く
話

し
て
く
れ
た
。

山下　麗華さん（23歳）
（宇和島市）

池本　修平さん（30歳）
（松山市）

西予

伊予

宇和島

今治
西条

師
匠
は
父
親

 

創
意
工
夫
で

  

納
得
が
い
く
か
ん
き
つ
を

松山支所発

農
業
に
情
熱
を
持
ち
、

未
来
を
切
り
開
い
て
い
る

愛
媛
の
農
家
を
応
援
し
ま
す
。

きらりネット

育児と牛の飼育を
毎日がんばってい
ます。

手を加えれば加える
ほど成果がでるかん
きつ栽培。
楽しいです。

この時期、
ハウスの中は
ミカンの花の
甘い香りで満たされる。

山下さんが飼育している子牛
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お食事券 ひめのわ９号を読んで
クイズを解いてください。

『愛農人』で紹介した松山市の池本さんが船で通っている島は？

ア：津和地島　　イ：興居島　　　ウ：釣島

NOSAI の建物共済は、平成 29年７月から地震等被害の支払限
度が、何％に引き上げられるでしょうか？

ア：40％　　　イ：45％　　　ウ：50％

『イヨメシ』で紹介したものは？

ア：塩パン　　　イ：ベーグル　　ウ：ドーナツ

【応募の方法】
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。

【応募締め切り】
平成29年8月31日㈭消印有効
※応募によって得られた個人情報は、当組合にて厳重に
管理し、プレゼントの発送及び広報紙の製作の参考意見
として利用する以外の目的では使用いたしません。
第７号のクイズ③の答えは「ほおずき」、第８号のクイズ
④の答えは「こんにゃく」でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。
当選発表は、お食事券の発送をもって発表と代えさせて
いただきます。

問　題

クイズ❺

仲神 琉佳ちゃん（2歳）
伊予市

　最近、ブロックや、おままごとが大好きなるーちゃ
ん。だけど、おままごとは食べるの専門だね。
　これからも、好き嫌いせずいっぱい食べて、大き
くなったら、父ちゃんの作った野菜で一緒に料理し
ようね。

る　か

　体を動かすのが大好きで、愛媛マラソンに挑戦した
いと今から意気込んでいます。
　去年から犬を飼い始めました。とてもかわいいで
す。どうすればもっと仲良くなれるか、毎日探ってい
ます。

I y o  B i j i n

岡 美里さん（27歳）
八幡浜市

まなみ

正解の中から抽選で３名様に、

イヨメシ掲載の『Happy Bagel』の

商品券（1,000円分）をプレゼントします。
ふるってご応募ください。

松
山
市
二
番
町

　
　
　
４
丁
目
４
ー
２

N
O
S
A
I
え
ひ
め

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

62 7 9 0 0 0 0 2

★クイズの答え

★〒・ご住所

★お名前（フリガナ
）

★年齢

★電話番号

★広報紙「ひめのわ
」

　へのご意見・感想
を

　お書きください。
問１

問２

問３
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